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＜連絡事項＞
・床屋・歯科は中止となっています。
・北病棟は通常の運営です。

＜患者様連絡事項＞
・春山　知範様～姉様に架電。担当スタッフから連絡があったと思いますが、外泊訓練については、院内の方針で今回の外泊は中止となりましたと、また、訓練する際は連絡すると思うので協力お願いしますに納得され土・日に洗濯物を取りに行くので準備をして欲しい事を言って欲しいと言い終話しています。
・加藤　祐児様～妻様に架電。プログラム外泊訓練（27・28日）の外泊は院内の方針で今回中止となりました。又お願いする時は連絡する事伝え了承され終話しています。
・齊藤　光枝様～母様に架電。28日の外出について今回院内の方針で外出が中止になった事を連絡し了承されている。また、退院日はいつ頃になるかの質問があり、退院支援も検討していくので、決定日は定まっていない事を伝えると了承され終話されています。
・中川原　義雄様～弟様より架電あり。弟様としては最短で八戸市民病院受診できる日で調整して欲しいとのこと(最短が7月であるのは了承済）。その受診までの間に当院で出来得る限りの検査を行って欲しいとの希望あり。検査や受診費用がかかるようであれば弟様が費用を負担する為、娘様へ伝えて欲しいとの事。

※娘様へ受診日（7/13 10:40予約空きあり仮予約済み）、上記内容について連絡するも不在。
＜要注目患者様＞
・中川原　義雄様～各食全量摂取。胃不不快感の訴え聞かれずに過ごす。午後歯科受診について確認あり。水曜日に治療した事を説明に納得。忘れやすくなっている。
・小笠原　美千代様～「幻聴聴こえてきてしんどい」と訴え頓服希望あり。エチゾラム(0.5)1T服用。以後は病棟スタッフと会話することで気分を紛らしている。
・播摩　克子様～作業時体操は参加したとの事。入浴も女子スタッフの対応で良かったと言われ日課、プログラムした為、疲れましたと話されている。同室者と会話する様子見られていた。環境の変化の不満、訴えなく過ごす。
・梅内　とも子様～スタッフオフィスに来られ、28日に盛岡から息子が来るため、面会後外出したいと思ってと話してくる。目的は使用しているリハビリパンツ購入要望が聞かれていた。 今回の外出に関して病院内の方針で外出は出来ない事を説明。息子様に代行で購入して頂くよう頼みますかと助言 依頼したいパンツの袋を持参してこれです」と言い名前を記入しているのをみて、外出にいきたかったと話されていたが執拗さはない。
＜田名部Ｄｒ診察の患者様の情報＞
・板橋　利美様～苛々感はないがお腹調子が良くなくて便秘になっている事を訴え明日の臨時薬へ就床前薬便秘時センノシド12㎎2T追加で他同様薬が7日分処方。ダイフェン配合錠 1 錠 （29、6/1）処方。
・吉田　守幸様～本人に歯磨きを促すことで自身でできる様になっている事を報告。本人からも歯磨きしているかに「している」と答えていました。苛々なく過ごせて、血液検査の結果、癌ではないことを言われ幾分微笑みが見られていた。
・中里　麻由美様～本人より調子は良いとの事。今後ＧＨに移動してもやって行けるかに大丈夫と答えている。
・小笠原　美千代様～やまばと寮の外泊訓練後から再び幻聴が続くようになったとの事。内容は「死んでしまえ」と言われていると訴える。クエチアピン錠１００ｍｇ「明治」 2 錠 たまにあったと。服薬自己管理をしたいと希望。Ｄｒから幻聴が落ち着いてから開始するよう言われ納得。明日の臨時薬にクエチアピン2T（朝昼食後）追加で他同内容薬4日分処方。
・高橋　伸治様～精神症状は落ちついていると話すが、退院方向を考えているがＧＨで良いですかに妻・子供と一緒に暮らせる場所に行きたいと話されていた妄想発言が聞かれていた。処変なし。
・久保　興介様～精神症状としては、行動面に影響するような幻覚・妄想症状もないと思われるが、本人よりオランザピンの内服薬に関した発言あり。Ｄｒから興奮する薬出ない事で納得。今咳・痰がでると訴え体温36.5℃だが本日の夕からメジコン（15）3Ｔ、アンプロキソール塩酸塩錠（15）2Ｔ臨時薬で4日分処方。
・民部田　和哉様～Ｄｒに手紙を渡され、お金の自己管理の希望には様子みるように伝えている。また、ブレンドコーヒーを3～4杯飲みたいに2杯以内で飲用する事の説明に頷いていた。時々病院の自販機でジュースを買いに行きたいと望むが基本的に買う事ができない事の説明に納得されている。処変なし。
・齊藤　光枝様～主治医より、退院前訪問指導にて玄関の段差は大丈夫との事でご家族の見守りで自宅退院可能を伝えている。今後は自宅の退院方向で動いていきましょうと言い了承されている。本人様より便秘気味になった事を話される為、明日の臨時薬で就床前薬センノシド12ｍｇ2Tから3T増薬他は同内容薬で7日分処方。
＜田名部Ｄｒ退院支援員会＞
・中里麻由美様～離婚について今後の方向性が定まっていないし父母の関係性も不良の為、計画相談員と話し合いながら入所できるＧＨを検討していく
・小笠原　美千代様～幻聴や妄想などの病的体験に左右され突発的な行動あり、頓服服用で様子観察し現在やまばと寮に外泊体験利用をしながら内服薬調整し今後やまばと寮に再入所出来るように支援していく
・齊藤　光枝様～病識を身につけることで心身機能を維持する事た対人関係からのストレスを緩和する様に傾聴し自宅退院に向けて退院後のサービスを検討し自宅退院に繋げるよう支援していく
・久保　興介様～興奮・不穏状態により自傷・他害・器物破損行為が見られたが落ち着いており25日八戸市障害福祉課認定調査 にて金銭管理や掃除、洗濯などの日課は心配なく出来ると話されているが実際に出来ていないようであれば検討が必要との事。今後は青山荘の入所に支援していく
・高橋　伸治様～精神症状も落ち着いている様なので施設入所方向を検討していたが本日の診察時、退院の行先に妻・子供と一緒に暮らせるところに帰りたいと妄想発言あり。施設入所を支援していくが保護者、相談員退院後のサービス等を検討していく必要がある。
